
議場に響く市歌「ふるさと　いわた」～ 議場ミニコンサート開催 ～
　市議会では、６月定例会初日である６月15日（月）の本会議開会前に、磐田市合併10周年を記念し、議場
にてミニコンサートを開催しました。コンサートでは、磐田西小学校６年生が、「未来の磐田に願うこと」を
発表したあと、その願いを込めて、市歌「ふるさと　いわた」を元気に合唱しました。
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一
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改
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説
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、
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論
）、
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書
ほ
か
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●
一
般
質
問
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7
名
） …
…
…
…
…
3
〜
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●
議
会
報
告
会
の
開
催
、

　

審
議
結
果
、
9
月
定
例
会
の
予
定
 …
…
6

主

な

内

容
（
ペ
ー
ジ
）

　

市
議
会
は
、
平
成
27
年
6
月
定
例
会

を
6
月
15
日
か
ら
7
月
7
日
ま
で
の
23

日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。
今
議

会
で
は
、
市
長
提
出
の
27
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
や
個
人
情
報
保
護
条
例
の

一
部
改
正
な
ど
10
議
案
の
ほ
か
、
意
見

書
等
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。
ま
た
、
議
会

推
薦
の
農
業
委
員
会
委
員
等
を
決
定
し

ま
し
た
。

　

な
お
、
一
般
質
問
は
、
6
月
22
日
、

23
日
の
2
日
間
に
わ
た
り
7
名
の
議
員

が
行
い
、
市
政
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
か
ら

市
長
・
教
育
長
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し

た
。 6

月
定
例
会

グリーン購入法適合再生紙を利用しています。
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こ
れ
は
、
行
政
手
続
に
お
け
る

特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の

番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の

制
定
に
伴
い
、
個
人
番
号
の
通
知
、

社
会
保
障
等
の
分
野
で
の
利
用
が

開
始
さ
れ
、
市
で
も
特
定
個
人
情

報
を
扱
う
こ
と
と
な
る
た
め
、
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
特
定
個
人
情
報

の
定
義
、
特
定
個
人
情
報
の
利
用

と
提
供
の
制
限
等
の
追
加
で
す
。

　

賛
成
21
（
志
・
新
・
き
・
公
）、

反
対
３
（
共
）
に
よ
り
可
決
。

だ
事
で
は
済
ま
な
い
。
１
０
０
％

情
報
漏
え
い
を
防
ぐ
シ
ス
テ
ム
が

構
築
さ
れ
る
ま
で
、
制
度
導
入
は

延
期
す
べ
き
と
の
声
が
、
全
国
で

上
が
っ
て
い
る
。

　

以
上
、
国
民
の
不
安
が
つ
き
ま

と
う
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入
に

伴
う
条
例
改
定
に
つ
い
て
は
、
反

対
す
る
。

（
共
）
多
く
の
国
民
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
内
容
を
詳

し
く
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
。
国
民

の
利
便
性
向
上
と
言
う
が
、
行
政

の
効
率
化
や
社
会
保
障
費
の
削
減

な
ど
、
国
に
よ
る
国
民
管
理
の
制

度
と
も
と
れ
る
。
ま
た
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
は
個
人
情
報
の
マ
ス
タ
ー

キ
ー
で
あ
り
、
漏
え
い
し
た
ら
た

（
志
）
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
は
、
社
会
保
障
制
度
を
健
全
に

維
持
さ
せ
て
い
く
た
め
に
非
常
に

有
効
な
方
策
と
評
価
す
る
。
情
報

漏
え
い
や
不
正
使
用
等
に
関
し
懸

念
が
あ
る
が
、
限
定
さ
れ
た
事
務
、

目
的
の
み
に
利
用
可
能
で
あ
り
、

ま
た
、
仕
組
み
、
運
用
、
罰
則
等

の
面
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
が
講

じ
ら
れ
て
い
る
。
懸
念
材
料
を
最

小
限
に
抑
え
、
最
大
限
の
効
用
を

享
受
で
き
る
方
法
を
考
え
、
実
践

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
将
来

我
が
国
に
必
要
な
社
会
イ
ン
フ
ラ

で
あ
る
。
今
回
の
改
正
は
、
市
と

し
て
制
度
を
適
正
に
運
用
す
る
た

め
に
必
要
で
あ
り
、
賛
成
す
る
。

　

こ
れ
は
、
新
た
な
文
化
会
館
の

建
設
に
関
す
る
事
項
の
検
討
を
行

う
委
員
会
を
設
置
す
る
た
め
、
制

定
す
る
も
の
で
す
。

　

検
討
内
容
は
、
文
化
会
館
の
建

設
位
置
や
基
本
構
想
及
び
基
本
計

画
等
で
す
。
委
員
は
15
人
以
内
と

し
、
学
識
経
験
者
、
市
議
会
議
員
、

文
化
団
体
や
自
治
会
の
代
表
者
等

で
組
織
し
ま
す
。

　

全
会
一
致
に
よ
り
可
決
。

　

こ
れ
は
、
Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線
の

磐
田
駅
と
袋
井
駅
の
間
の
新
駅
設

置
に
お
い
て
、
請
願
駅
と
い
う
意

味
合
い
か
ら
、
市
民
・
企
業
か
ら

の
寄
附
を
募
り
、
新
駅
設
置
事
業

に
要
す
る
経
費
に
充
て
る
た
め
、

制
定
す
る
も
の
で
す
。
基
金
の
目

標
額
は
定

め
て
い
ま

せ
ん
。

　

有
効
期

限
は
、
32

年
３
月
31

日
ま
で
で

す
。

　

全
会
一
致
に
よ
り
可
決
。

　

今
年
は
第
２
次
世
界
大
戦
終
結
か
ら
70
年
の
節
目
の
年
で
あ
る
。

戦
争
当
時
の
過
酷
な
経
験
を
さ
れ
た
方
々
が
高
齢
化
す
る
中
、
改
め

て
平
和
の
尊
さ
を
受
け
継
ぐ
必
要
が
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

状
況
の
中
、
去
る
５
月
15
日
、
内
閣
か
ら
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使

を
限
定
的
に
容
認
す
る
内
容
を
含
ん
だ
安
全
保
障
関
連
法
案
が
国
会

に
提
出
さ
れ
た
。

　

こ
の
法
案
は
、
複
雑
で
変
容
し
つ
つ
あ
る
国
家
安
全
保
障
上
の
課

題
に
対
処
し
、
我
が
国
の
平
和
と
安
全
を
維
持
し
、
そ
の
存
立
を
全

う
す
る
と
と
も
に
、
国
民
の
命
を
守
る
と
い
っ
た
国
家
と
し
て
の
責

務
を
果
た
す
べ
く
、
政
府
内
で
検
討
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
も
の
と
さ

れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
現
在
は
、
こ
の
法
案
を
審
議
す
る
国
会
の
み
な
ら
ず
、
多

様
な
場
面
で
本
法
案
に
関
す
る
多
く
の
議
論
と
意
見
が
交
わ
さ
れ
て

い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
安
全
保
障
関
連
法
案
の
取
り
扱
い
に

あ
た
り
、
国
民
の
十
分
な
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
、
ま
た
、
日

本
国
民
の
将
来
に
と
っ
て
最
善
の
選
択
が
導
か
れ
る
よ
う
、
現
在
開

会
中
の
国
会
に
お
い
て
丁
寧
か
つ
十
分
な
審
議
を
尽
く
す
こ
と
を
求

め
る
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

◎ 

安
全
保
障
関
連
法
案
に
対
す
る
十
分
な
審
議
を
求
め
る
意
見
書

 

（
内
閣
総
理
大
臣
、
衆
・
参
議
院
議
長
あ
て
）

　

市
議
会
は
国
に
対
し
、
安
全
保
障
関
連
法
案
の
取
り
扱
い
に
当
た
り
、
国
民
の
十
分

な
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
努
力
す
る
と
と
も
に
、
国
会
に
お
い
て
丁
寧
か
つ
十
分
な
審

議
を
求
め
る
た
め
、
７
月
７
日
に
次
の
と
お
り
意
見
書
を
送
付
し
ま
し
た
。

議
案
、
意
見
書
を
審
議

個
人
情
報
保
護
条
例

の
一
部
改
正
を
可
決

不
安
が
つ
き
ま
と
う
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

導
入
を
延
期
す
べ
き
と
の
声
も

討　

論

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
必
要

制
度
を
適
正
運
用
す
る
た
め
の
改
正

磐
田
新
駅
設
置
事
業

基
金
条
例
を
可
決

文
化
会
館
建
設
検
討

委
員
会
条
例
を
可
決

意 

見 

書 

を 

提 

出 

し 

ま 

し 

た

磐田新駅イメージ図磐田新駅イメージ図
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー

職
員
を
多
く
雇
用
す
る
事

業
主
と
し
て
の
準
備
状
況
は
。

安
全
管
理
措
置
を
定
め
、

法
律
や
ル
ー
ル
に
の
っ
と
っ
て
対

応
し
て
い
く
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
個
人
情

報
の
マ
ス
タ
ー
キ
ー
で
あ
り
、
漏

れ
た
ら
た
だ
事
で
は
済
ま
な
い
。

年
金
個
人
情
報
流
出
問
題
を
受
け
、

制
度
の
中
止
を
国
に
求
め
る
べ
き

と
考
え
る
が
見
解
は
。

行
政
の
効
率
化
な
ど
に
効

果
的
な
制
度
で
あ
る
。
個
人
番
号

の
保
護
措
置
を
充
実
さ
せ
、
国
民

の
不
安
を
払
し
ょ
く
す
る
必
要
は

あ
る
と
考
え
る
が
、
現
時
点
で
制

度
の
中
止
を
求
め
る
考
え
は
な
い
。

教　

育
中
学
校
の
社
会
科
教
科
書

採
択
は
公
正
に
す
べ
き
と
考
え
る
。

戦
争
を
美
化
す
る
歴
史
教
科
書
は

採
択
す
べ
き
で
な
い
。
見
解
は
。

選
択
権
者
で
あ
る
教
育
委

員
会
の
責
任
に
お
い
て
、
公
正
か

つ
適
正
な
採
択
を
行
っ
て
い
く
。

磐
田
北
小
学
校
内
で
の
磐

田
北
幼
稚
園
建
設

計
画
と
保
護
者
へ

の
説
明
に
つ
い
て

伺
う
。

小
学
校
敷

地
内
北
側
に
幼
稚

園
園
舎
と
小
学
校

プ
ー
ル
を
建
設
し
、

現
在
の
幼
稚
園
敷

地
を
駐
車
場
と
し
て
整
備
す
る
。

27
年
度
中
に
基
本
設
計
を
策
定
し
、

早
期
に
建
設
で
き
る
よ
う
努
め
て

い
く
。
保
護
者
へ
の
説
明
は
、
26

年
10
月
以
降
、
５
回
実
施
し
て
お

り
、
今
後
も
随
時
説
明
し
て
い
く
。

浜
松
市
で
は
給
食
業
者
が

業
務
委
託
を
辞
退
し
、
4
校
で
給

食
が
提
供
で
き
な
い
状
況
に
あ
っ

た
。
本
市
で
も
委
託
を
拡
大
し
て

お
り
問
題
と
考
え
る
が
見
解
は
。

浜
松
市
の
入
札
と
は
異
な

り
、
２
段
階
で
業
者
を

選
考
し
て
い
る
。
ま
た
、

応
募
要
件
の
中
で
、
浜

松
市
の
よ
う
な
事
案
が

発
生
し
た
場
合
に
は
、

必
ず
代
行
す
る
業
者
を

示
す
こ
と
を
条
件
に
し

て
い
る
な
ど
、
方
策
を

講
じ
て
い
る
。

平
和
安
全
法
制

憲
法
と
立
憲
主
義
を
踏
み

に
じ
る
や
り
方
で
あ
り
、
戦
争
法

案
を
拙
速
に
強
行
す
べ
き
で
は
な

い
と
考
え
る
が
、
市
長
の
見
解
は
。

全
国
世
論
調
査
で
は
、
政

府
の
説
明
が
国
民
に
十
分
理
解
さ

れ
て
は
い
な
い
と
の
回
答
が
大
勢

を
占
め
、
余
り
前
の
め
り
せ
ず
国

民
に
わ
か
り
や
す
い
説
明
と
国
会

で
の
慎
重
な
る
審
議
を
願
い
た
い
。

小
中
一
貫

学
校
統
廃
合
な
ど
問
題
あ

る
小
中
一
貫
校
を
制
度
化
す
る
学

校
教
育
法
改
定
に
対
す
る
見
解
は
。

地
域
に
根
差
し
学
府
の
特

色
を
生
か
し
た
小
中
一
貫
教
育
を

実
践
し
て
い
る
本
市
に
と
っ
て
、

各
学
府
が
地
域
や
子
ど
も
た
ち
の

実
態
に
応
じ
た
教
育
課
程
を
編
成

し
や
す
く
な
る
な
ど
、
小
中
一
貫

教
育
の
制
度
化
は
有
効
と
考
え
る
。

小
中
一
貫
校
構
想
策
定
に

つ
い
て
、
委
託
先
が
提
出
し
た
構

想
内
容
と
公
表
時
期
は
。

構
想
は
、
10
中
学
校
区
の

児
童
生
徒
数
や
施
設
の
現
状
か
ら
、

小
中
学
校
施
設
一
体
型
の
可
能
性

を
検
証
し
、
施
設
配
置
案
な
ど
を

ま
と
め
た
内
容
で
あ
る
。
公
表
時

期
は
７
月
を
予
定
し
、
そ
の
後
、

学
校
・
地
域
・
保
護
者
の
意
見
を

参
考
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

文
科
省
の
手
引
き
で
は
、

学
校
統
合
を
選
択
し
な
い
場
合
と

し
て
、
地
理
的
制
約
と
と
も
に
、

学
校
を
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

存
続
や
発
展
の
中
核
的
な
施
設
と

し
て
位
置
付
け
、
地
域
を
挙
げ
て

充
実
を
希
望
す
る
場
合
と
あ
る
。

尊
重
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

文
科
省
の
手
引
き
に
従
い
、

地
域
を
挙
げ
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
の
存
続
・
発
展
の
た
め
、
充

実
を
希
望
す
る
場
合
は
、
地
域
の

意
見
を
尊
重
し
た
上
で
検
討
し
て

い
き
た
い
。
こ
の
一
番
大
切
な
要

素
は
、
地
域
全
て
を
挙
げ
て
と
い

う
ポ
イ
ン
ト
で
、
そ
う
い
う
内
容

は
、
尊
重
す
べ
き
と
捉
え
て
い
る
。

議会インターネット中継をご利用ください

　市議会では、インターネットを通じて、本会議
の生中継と録画中継を配信しています。ご自宅の
パソコンで簡単に視聴できますので、ぜひご利用
ください。

　市議会のページ
（http://www.iwata.shizuoka.jp/shigikai/）
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市
政
を
問
う ―

一　

般　

質　

問
（
要
旨
）

―
 

市
政
を
問
う ―

一　

般　

質　

問
（
要
旨
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

教　

育

日
本
共
産
党
磐
田
市
議
団　

稲 

垣 

あ 

や 

子　
議　

員
（
一
問
一
答
）

平
和
憲
法
を
壊
す
平
和
安
全
法
制

小
中
一
貫
校
と
学
校
統
廃
合
問
題

日
本
共
産
党
磐
田
市
議
団　

根 

津 

康 

広　
議　

員
（
一
問
一
答
）

磐田北幼稚園磐田北幼稚園
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空
家
等
対
策
の
推
進
に
関

す
る
特
別
措
置
法
が
、
27
年
５
月

26
日
に
全
面
施
行
さ
れ
た
。
今
後
、

こ
の
法
の
基
本
方
針
に
即
し
て
、

空
家
等
対
策
計
画
の
作
成
が
検
討

さ
れ
る
と
思
う
。
そ
こ
で
、
高
齢

者
の
居
場
所
づ
く
り
に
空
き
家
等

が
有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う
な
計

画
の
作
成
に
つ
い
て
検
討
す
る
考

え
は
あ
る
の
か
伺
う
。

法
律
の
施
行
に
よ
り
、
空

家
等
対
策
計
画
の
策
定
が
可
能
に

な
る
と
と
も
に
、
倒
壊
の
恐
れ
が

あ
り
、
危
険
な
空
き
家
と
市
が
判

断
し
た
特
定
空
家
の
所
有
者
に
対

し
、
撤
去
や
修
繕
を
指
導
、
勧
告
、

命
令
す
る
こ
と
が
で
き
、
命
令
違

反
に
は
強
制
撤
去
の
権
限
も
付
与

さ
れ
た
。
本
市
と
し
て
は
、
特
定

空
家
へ
の
対
策
を
優
先
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、

高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
に
は
、

当
面
、
交
流
セ
ン
タ
ー
や
地
域
の

公
会
堂
を
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
現

時
点
で
は
、
利
活
用
で
き
る
空
き

家
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
計
画
に

記
載
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

こ
の
法
律
で
は
、
空
家
等

対
策
計
画
の
作
成
や
実
施
等
を
協

議
す
る
た
め
の
協
議
会
を
組
織
で

き
る
と
あ
る
。
超
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
地
区
や
空
き
家
が
大
き
く

増
加
し
て
い
る
地
区
に
お
い
て
は
、

市
や
自
治
会
、
老
人
会
等
で
組
織

す
る
協
議
会
を
発
足
さ
せ
、
検
討

を
始
め
る
時
期
が
き
て
い
る
と
考

え
る
。
さ
ら
に
協
議
会
を
発
展
さ

せ
、
行
政
が
仲
立
ち
し
、
空
き
家

の
情
報
交
換
、
対
応
措
置
等
実
務

的
協
議
が
で
き
る
体
制
づ
く
り
を

進
め
て
は
ど
う
か
。

現
時
点
で
は
、
利
活
用
で

き
る
空
き
家
に
つ
い
て
、
協
議
会

を
設
置
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な

に
つ
い
て
伺
う
。

妊
産
婦
の
孤
立
感
や
育
児

不
安
の
解
消
の
た
め
、
妊
娠
期
か

ら
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
は
必
要

と
考
え
る
。
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
等
の
機
能
や
あ
り
方
と
あ
わ
せ
、

母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

配
置
を
検
討
し
た
い
。

ア
ミ
ノ
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
が

ん
リ
ス
ク
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査

等
、
新
し
い
が
ん
リ
ス
ク
検
診
の

導
入
の
考
え
を
伺
う
。

国
の
動
向
を
注
視
し
、
情

報
収
集
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市

民
に
対
し
て
は
、
ま
ち
の
保
健
室

等
を
通
し
て
、
が
ん
予
防
の
情
報

提
供
に
努
め
た
い
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
の

ご
み
分
別
案
内
等
を
行
う
考
え
は
。

幅
広
く
市
民
が
利
用
で
き

る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
機
能
す
る
の

か
、
情
報
発
信
が
効
率
的
か
等
を

研
究
し
、
既
存
の
シ
ス
テ
ム
の
見

直
し
も
含
め
て
検
討
す
る
。

永
年
収
蔵
で
き
る
合
葬
式

市
営
墓
地
の
内
容
、
建
設
予
定
時

期
を
伺
う
。

納
骨
堂
は
、
駒
場
霊
園
へ

の
建
設
を
考
え
て
い
る
。
建
設
時

期
は
未
定
だ
が
、
で
き
る
だ
け
早

く
実
現
で
き
る
よ
う
進
め
た
い
。

新
た
な
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
制
度
に

つ
い
て
、
就
労
準
備
支

援
事
業
と
家
計
相
談
支

援
事
業
の
実
施
の
考
え

は
。

27
年
度
は
、
自

立
相
談
支
援
窓
口
に
お

い
て
、
ニ
ー
ズ
や
効
果

を
含
め
た
実
態
調
査
に
努
め
、
28

年
度
以
降
の
実
施
に
向
け
検
討
し

た
い
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
機
能
強
化
に
つ
い
て
伺
う
。

運
営
方
針
に
、
地
域
ケ
ア

会
議
の
実
施
や
認
知
症
施
策
の
推

進
等
の
重
点
事
項
を
明

記
す
る
と
と
も
に
、
市

の
果
た
す
基
幹
機
能
を

示
し
、
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向

け
て
セ
ン
タ
ー
の
機
能

を
強
化
し
て
い
き
た
い
。

母
子
保
健
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置

中
小
・
小
規
模
企
業

議
員
提
案
で
制
定
さ
れ
た

中
小
企
業
及
び
小
規
模
企
業
振
興

基
本
条
例
に
対
す
る
見
解
は
。

市
だ
け
で
な
く
、
企
業
、

経
済
団
体
等
が
み
ず
か
ら
の
役
割

を
自
覚
し
、
一
層
努
力
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
今
後
、
中
小
・
小

規
模
企
業
の
責
任
あ
る
自
主
的
な

努
力
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
市
全

体
で
支
え
、
地
域
経
済
の
活
性
化
、

さ
ら
な
る
市
の
発
展
を
図
り
た
い
。

小
規
模
修
繕
登
録
制
度
の

活
用
状
況
は
。

26
年
度
実
績
は
登
録
者
の

修
繕
が
６
４
３
件
、
約
９
５
０
０

万
円
で
あ
る
。
経
費
的
に
有
利
な

た
め
、
施
設
を
建
設
し
た
業
者
へ

の
依
頼
が
多
く
な
る
傾
向
が
あ
る
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制

い
。
高
齢
化
や
空
き
家
の
情
報
交

換
、
協
議
の
体
制
づ
く
り
に
つ
い

て
は
、
ま
ず
は
各
地
域
で
設
立
し

た
地
域
づ
く
り
協
議
会
の
場
を
活

用
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
う
。

空
き
家
対
策
に
お
け
る

高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り

志
政
会　

絹 

村 

和 

弘　
議　

員
（
一
括
質
問
）

よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り

公
明
党
磐
田　

小 

野 

泰 

弘　
議　

員
（
一
括
質
問
）

中
小
・
小
規
模
企
業
施
策
の
充
実

住
民
の
暮
ら
し
の
充
実
／
教
育
の
諸
課
題

日
本
共
産
党
磐
田
市
議
団　

高 

梨 

俊 

弘　
議　

員
（
一
問
一
答
）

包括支援センターでの包括支援センターでの
相談の様子相談の様子
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度
の
創
設
に
対
す
る
見

解
は
。

市
独
自
で
勤
労

者
向
け
の
住
宅
建
設
資

金
協
調
融
資
制
度
を
実

施
し
て
い
る
こ
と
等
か

ら
、
こ
の
制
度
の
創
設

は
考
え
て
い
な
い
。

住
民
の
暮
ら
し

消
費
税
増
税
の
影
響
を
ど

う
把
握
し
て
い
る
か
。

市
内
商
業
者
か
ら
増
税
の

影
響
が
大
き
い
と
の
意
見
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、
ま
た
市
職
員
に
よ
る

企
業
訪
問
で
も
、
消
費
税
に
特
化

し
た
話
題
は
な
か
っ
た
。

公
営
住
宅
は
、
多
用
な
供

給
方
式
の
活
用
が
必
要
と

考
え
る
が
見
解
は
。

入
居
希
望
が
減
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
時

点
で
市
営
住
宅
の
新
規
建

設
や
民
間
賃
貸
住
宅
の
借

り
上
げ
は
考
え
て
い
な
い
。

教　

育
18
歳
選
挙
権
が
成
立
し
、

小
中
学
校
で
も
年
代
に
見
合
う
主

権
者
教
育
が
大
き
な
課
題
に
な
る

と
考
え
る
が
見
解
は
。

国
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
、
総
合
学
習
や
特
別
活
動
等
の

授
業
を
活
用
し
、
体
験
・
実
践
的

な
学
習
を
展
開
し
、
指
導
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

対
応
で
き
る
装
備
品
の
充
実
を
継

続
的
に
図
っ
て
い
く
。
詰
所
跡
地

に
つ
い
て
は
、
借
地
は
原
則
返
却

と
し
、
市
の
土
地
は
、
周
辺
の
状

況
等
を
見
る
中
で
、
方
向
性
を
考

え
て
い
き
た
い
。

財
政
面
に
お
け
る
合
併
効
果

財
政
規
模
の
推
計
値
5
6

5
1
億
円
と
実
績
値
の
比
較
は
。

歳
入
は
４
４
５
億
1
9
0

0
万
円
増
の
6
0
9
6
億
円
、
歳

出
は
、
1
8
0
億
5
0
0
万
円
増

の
5
8
3
1
億
円
と
な
っ
た
。

歳
出
削
減
効
果
の
推
計
値

1
5
0
億
円
と
実
績
値
の
比
較
は
。

実
効
果
額
の
算
出
は
難
し

い
が
、
定
員
適
正
化
計
画
の
推
進

等
に
よ
り
、
26
年
度
予
算
額
で
は

16
年
度
決
算
額
と
比
べ
、
人
件
費

で
６
億
5
2
0
0
万
円
、
職
員
数

で
3
3
7
人
の
削
減
が
で
き
た
。

ま
た
、
事
務
事
業
や
補
助
金
の
見

直
し
等
で
、
一
定
の
歳
出
削
減
効

果
は
あ
っ
た
と
考
え
る
。

合
併
効
果
全
体
の
総
括
は
。

経
費
削
減
や
合
併
特
例
債

の
活
用
に
よ
り
、
新
市
と
し
て
一

体
的
な
整
備
が
図
ら
れ
、
合
併
当

初
に
計
画
し
た
事
業
も
お
お
む
ね

完
了
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
合
併

効
果
は
あ
っ
た
と
考
え
る
。
引
き

続
き
行
革
の
取
り
組
み
を
進
め
、

健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
く
。

消
防
団
再
編

再
編
後
の
評
価
と
課
題
は
。

初
動
の
参
集
人
員
が
５
人

程
度
に
増
え
、
出
動
が

ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、
ま

た
本
部
員
の
増
員
に
よ

り
、
団
員
教
育
の
充
実

や
指
揮
命
令
系
が
確
立

さ
れ
た
。
各
地
区
で
の

評
価
は
お
お
む
ね
良
好

な
傾
向
に
あ
る
と
思
う
。

し
か
し
、
団
員
の
う
ち
会
社
員
の

割
合
が
88
・
7
%
と
高
く
、
ま
た

人
口
減
少
に
よ
る
団
員
数
の
確
保

が
課
題
で
、
O
B
を
活
用

し
た
機
能
別
消
防
団
員
の

検
討
な
ど
を
推
進
し
た
い
。

施
設
、
装
備
の
充

実
強
化
と
分
団
詰
所
跡
地

の
活
用
策
は
。

個
人
装
備
の
ほ
か
、

一
般
風
水
害
や
震
災
に
も

公
共
心
の
育
成

学
校
で
は
、
ど
の
よ
う
に

行
政
や
選
挙
の
仕
組
み
と
役
割
を

教
え
、
公
共
心
を
育
ん
で
い
る
か
。

小
学
校
６
年
生
は
政
治
の

学
習
の
中
で
市
議
会
の
仕
事
や
選

挙
等
を
、
中
学
校
３
年
生
は
公
民

分
野
で
民
主
主
義
や
選
挙
の
仕
組

み
等
を
学
ん
で
い
る
。
行
政
を
日

常
生
活
と
関
連
づ
け
、
公
共
心
を

育
ん
で
い
る
。

シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育

と
模
擬
選
挙
の
認
識
と
課
題
は
。

よ
り
実
際
的
な
社
会
参
加

型
学
習
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

課
題
は
、
授
業
時
間
数
の
確
保
で
、

今
後
、
国
の
動
向
を
注
視
し
、
進

め
て
い
き
た
い
。

食　

育
食
育
推
進
の

連
携
は
。N

P
O
法
人

こ
ど
も
の
森
と
協
働

事
業
を
実
施
し
て
い

る
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
の
い
わ

た
食
育
キ
ッ
チ
ン
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
市

民
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
食
育
を

進
め
て
い
る
。

米
飯
給
食

学
校
給
食
に
お
け
る
米
飯

給
食
の
現
状
は
。

22
年
度
か
ら
週
３
回
に
各

学
期
２
回
を
加
え
、
給
食
実
施
回

数
年
間
1
8
0
回
の
う
ち
1
1
4

回
実
施
し
た
。
27
年
度
か
ら
は
、

さ
ら
に
各
学
期
１
回
ず
つ
増
や
し
、

年
間
1
1
7
回
と
拡
大
し
て
い
る
。

完
全
米
飯
給
食
を
検
討
す

る
考
え
は
。

他
国
の
文
化
を
学
ぶ
献
立

の
必
要
性
も
あ
る
こ
と
、
27
年
度

か
ら
学
校
給
食
用
の
パ
ン
が
磐
田

産
小
麦
を
含
み
全
て
国
産
小
麦
1

0
0
%
と
な
り
、
地
産
地
消
の
拡

大
等
も
勘
案
す
る
中
で
、
完
全
米

飯
給
食
の
実
施
は
考
え
て
い

な
い
。

現
状
維
持
を
見
直
し
、

米
飯
給
食
を
週
４
回
と
す
る

検
討
は
で
き
な
い
か
。

い
ろ
い
ろ
検
討
し
た

が
、
総
合
的
に
考
え
週
４
回

と
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
判

断
し
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
公
共
心
の
育
成

食
育
と
学
校
の
米
飯
給
食
の
推
進

新
磐
田　

芦 

川 

和 

美　
議　

員
（
一
括
質
問
）

消
防
団
再
編
計
画
の
検
証

合
併
後
10
年
を
振
り
返
っ
て

志
政
会　

岡 　

 　

 

實　
議　

員
（
一
問
一
答
）

消防団水防演習消防団水防演習

米飯給食の様子米飯給食の様子

市営住宅（東新屋団地）市営住宅（東新屋団地）
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議
場
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
に
お
い

て
、
磐
田
西
小
6
年
生
が
、「
歴
史

を
大
切
に
も
っ
と
誇
り
が
持
て
る

磐
田
に
」「
川
や
森
が
も
っ
と
豊
か

に
」「
も
っ
と
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
の

ま
ち
に
」
と
、
磐
田
市
の
未
来
に

願
う
こ
と
を
発
表
し
て
く
れ
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
の
願
い
を
実
現

で
き
る
よ
う
、
議
会
と
し
て
も
一

層
、
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

―９月８日～10月13日（36日間）―
 ９月 ８日 本会議（先議・決算議案の上程、説明）
   予算委員会・常任委員会
  ９日 本会議（決算・一般議案等の上程、説明）
  10日 予算委員会・常任委員会（審査予備日）
  16日 本会議（先議議案の採決・一般質問）
  17日 本会議（一般質問）
  18日 本会議（一般質問）
  24日 本会議（議案に対する質疑）
  25日 本会議（議案に対する質疑）
   予算委員会（分科会設置）
  28日 決算特別委員会（一般会計）
  29日 決算特別委員会（特別・企業会計）
  30日 決算特別委員会（審査予備日）
 10月 １日 分科会・常任委員会
  ２日 分科会・常任委員会
  ５日 分科会・常任委員会（審査予備日）
  ８日 予算委員会
  13日 本会議（議案の採決）
　　　　　※いずれも午前10時から
　日程は変更する場合もあります。また、聴覚障害者の皆様の議
会傍聴のため、手話通訳者や要約筆記者の派遣等を行っています。
ご希望の方は、事前に議会事務局（電話0538-37-4822、ファッ
クス0538-37-4845）までお問い合わせください。

審 議 結 果
■全会一致により可決・同意された議案
⑴ 27年度一般会計補正予算（第１号）
⑵ 竜洋体育センター条例の制定
⑶ 文化会館建設検討委員会条例の制定
⑷ 磐田新駅設置事業基金条例の制定
⑸ 職員の再任用に関する条例の一部改正
⑹ 災害に強い地域づくり条例の一部改正
⑺ 手数料条例の一部改正
⑻ 財産の譲渡
⑼ 財産の処分
⑽ 人権擁護委員の候補者推薦の意見
⑾ 安全保障関連法案に対する十分な審議を求め
る意見書

■賛成多数により可決された議案
⑴ 個人情報保護条例の一部改正
※ この議案は討論が行われました。表決結果は
次のとおりです。

 賛成21（志・新・き・公）、反対３（共）

■本会議で行われた選挙
⑴ 静岡県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙

■そのほか本会議で議題となった案件
⑴ 農業委員会委員の推薦
⑵ 閉会中の継続調査
⑶ 市議会議員の派遣

会派名の表記（人数）　※27年７月７日現在
「志」志政会（10）、「新」新磐田（７）、
「共」日本共産党磐田市議団（３）、
「き」きずなの会（３）、「公」公明党磐田（２）
（注）議長は採決に加われません。

寺　

田　

幹　

根

川　

村　

孝　

好

岡　
　
　
　
　

實

議
会
推
薦
の
農
業
委
員

編
集
後
記

　市議会は、市民に開かれた議会を目指して、議会報
告会を開催します。どうぞお気軽にお越しください。
　また、希望者は、報告会終了後議場を見学できます。

開催日：平成27年10月31日（土）
　　　　（時間帯で報告内容が異なります）
会　場：磐田市役所本庁舎　4階大会議室（国府台3-1）

時　間 内　容

午前10：00～
午前11：30

１　議会報告
　　・決算
　　・今後の市民文化会館
　　・大規模災害にどう備えるか
２　意見交換

午後 2：00～
午後 3：30

１　議会報告
　　・決算
　　・小中一貫教育
　　・地域包括ケアシステム
２　意見交換

午後 5：30～
午後 7：00

１　議会報告
　　・決算
　　・台風等大雨豪雨対策の取り組み
　　・中小企業及び小規模企業振興基本条例
２　意見交換▲26年度議会報告会の様子
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